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嘉島町の人口動態
平成26年6月30日現在

（前月比）

人　口　 9,087人　　（＋ ４ ）

　男　　 4,357人　　（＋ ３ ）

　女　　 4,730人　　（＋ １ ）

世帯数　 3,334世帯　（－ ４ ）

7月 13日（日） 香田整形外科医院（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
7月 20日（日） 小糸整形外科医院（御船町）
  ☎２８２－００５０
7月 21日（月・祭） たなか内科眼科医院（嘉島町）
  

☎２３５－７２３５
7月 27日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）  

☎２３７－４１１２ 
  8月  3日（日） よしむら内科循環器科（嘉島町）

  
☎２３５－７７７３

8月 10日（日） からしま小児科医院（嘉島町）  

☎２３５－６３３３
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

おじいちゃん、おばあちゃん　だいすきです。
また遊んでね。
ご両親：齊藤 勝美さん・博美さん（上島）
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清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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左上：東小プール開き
右上：西小プール開き
右下：嘉島町一般男女バ

レーボール大会女
子で４連覇した鯰
体協チーム

左下：同男子で３連覇し
た上島体協チーム

左中：上六嘉の西田英生
さん、幸子さん方
のハナショウブ

○６月議会・町政報告……②～③
○町災害対策会議………………④
○子ども・子育て会議…………④

主な内容 ○人権教育推進協議会…………⑤
○社明運動実施委員会…………⑤
○熊日とＮＩＥ協定……………⑥
○一般男女バレーボール大会…⑦
○東・西小プール開き…………⑧

○郡子ども自転車大会…………⑨
○食改推進員に感謝状…………⑪
○かしま水の郷まつり告知……⑬
○お知らせ情報館…………⑭～㉑
○見守り新鮮情報………………㉓

 

例
年
よ
り
少
し
入
り
の
早
か
っ
た
梅
雨

で
す
が
、
大
雨
の
被
害
も
な
く
、
麦
の

収
穫
も
無
事
終
了
。
黄
金
色
だ
っ
た
辺

り
一
面
も
緑
の
稲
苗
が
水
面
に
顔
を
覗

か
せ
て
い
ま
す
。
稲
の
生
育
に
は
水
が

不
可
欠
で
す
が
、
水
の
恩
恵
を
感
じ
る

反
面
、
水
害
な
ど
の
災
害
対
策
も
重
要

で
す
。
５
、
６
月
に
は
災
害
関
係
の
会

議
や
訓
練
が
行
わ
れ
、
取
材
を
と
お
し

て
改
め
て
災
害
へ
の
心
構
え
や
準
備
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
。
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

を
願
い
ま
す
。
（
係
）

古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
☎２８４－２０１０

　下六嘉サロン活動組織「下六嘉かた
んなっせ」の皆さん。
　平成25年4月に活動をスタートし、
毎月第３金曜日に下六嘉公民館で活動
しています。
　６月のサロンは歌や体操の健康づく
りのあと七夕飾りを作りました。織姫
と彦星や折り紙の飾りに「健康で楽し
く」「長生き」などが書かれた五色の
短冊が並びました。

齊藤　百音（もね）ちゃん
平成25年５月５日生
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平
成
26
年
第
２
回
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
案
◇
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
な
ど
人
事
案
４
件

の
計
７
件
。
い
ず
れ
も
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
は
、
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
を
子
ど
も
支
援
拠
点
施
設
に

改
修
す
る
費
用
１
７
５
０
万
８
千

円
な
ど
が
含
ま
れ
、
本
年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
、
総
額
35
億
８
３

１
１
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
３
人
を
推
薦
、

町
内
の
委
員
は
こ
れ
ま
で
の
３
人

か
ら
、
初
の
女
性
を
含
め
て
４
人

に
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

町
税
務
課
長
が
固
定
資
産
評
価
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
鍋
田
平
、
富
山

勝
、
津
出
悦
男
の
３
議
員
が
、
空

き
家
対
策
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、

学
校
創
立
記
念
式
典
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
が
好
調
な
町
民
会
館
（
左
上
）。
右
上
は
役
場
庁
舎
。
平
成
26
年
４
月
17
日
撮
影
。

町
民
会
館
の
落
成

ホ
ー
ル
予
約
50
件

町
民
会
館
・
運
動
公
園
の
利
用
好
調

　

平
成
26
年
第
２
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
９
日
ま

で
開
会
。
荒
木
町
長
は
、
嘉
島
東

部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対

す
る
県
の
認
可
が
５
月
29
日
に
下

り
た
こ
と
や
、
町
民
会
館
、
総
合

運
動
公
園
の
利
用
が
好
調
に
推
移

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

上
程
議
案
は
、
◇
町
税
条
例
と

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
案

２
件
◇
16
万
９
千
円
を
追
加
す
る

東
部
台
地
区
画
整
理
に
事
業
認
可

議  会

　

今
年
は
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
入

り
し
、
町
内
で
は
ま
だ
麦
刈
り
が

続
い
て
い
ま
す
。
収
獲
が
終
わ
る

ま
で
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
な
ど
の
被

害
も
な
く
梅
雨
が
越
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
か
ら
今
日
ま
で
の
主

な
動
き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

町 

政 

報 

告
荒 

木 

町 

長

　

町
民
会
館
は
３
月
16
日
に
落
成

式
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
ピ
ア
ノ
演
奏
と
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
発
表
、
か
し
ま
太
鼓
の
演

奏
を
お
願
い
し
、
落
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
利
用
実
績
11
件
を

含
め
、
現
在
ま
で
の
予
約
件
数
は

約
50
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
議

室
は
、
各
種
団
体
の
会
合
や
企
業

の
研
修
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

施
設
内
の
事
務
所
に
は
３
月
24

日
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
が
入

り
ま
し
た
。

　

併
設
の
図
書
室
は
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
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総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

多
目
的
競
技
場
の
完
成
記
念
式
典

　

嘉
島
保
育
園
で
は
、
待
機
児
童

解
消
の
た
め
建
築
さ
れ
て
い
た
新

園
舎
の
落
成
式
が
３
月
23
日
に
行

わ
れ
、
４
月
か
ら
開
所
。
60
人
の

定
員
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほぼ毎日利用されている総合運動公園。多目的競技場の手前中央に管理棟が建設される。
平成 26 年６月 19 日撮影。

総
合
運
動
公
園

ほ
ぼ
毎
日
利
用

農
業
の
振
興

嘉
島
保
育
園
の
増
設

東
部
台
地
土
地
区
画

整
理
事
業
の
認
可

を
４
月
５
日
に
行
い
ま
し
た
。
野

球
場
お
よ
び
多
目
的
競
技
場
を
合

わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、

管
理
棟
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）
の
建

設
、
多
目
的
競
技
場
外
周
舗
装
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
管
理
棟
周
り

の
駐
輪
・
駐
車
場
整
備
を
行
う
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
合
、

駐
車
場
不
足
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

将
来
的
に
は
用
地
の
確
保
と
駐
車

場
の
増
設
を
計
画
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

嘉
島
町
産
の
大
豆
製
品

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
基

幹
作
物
で
あ
る
米
、
麦
、
大
豆
等

の
効
率
的
な
生
産
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
外

で
の
価
格
競
争
の
激
化
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
県
で
は
、

米
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農

業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
「
く
ま

も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強

化
支
援
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
の

募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
嘉
島
町
に
ぜ
ひ
取
り
組
ん

　

３
月
議
会
な
ら
び
に
広
報
か
し

ま
４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
マ
ル
キ
ン
食
品
の
「
嘉
島

町
産
大
豆
１
０
０
％
ふ
く
ゆ
た
か

と
う
ふ
」
の
販
売
が
３
月
29
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
今
ま
で
の
「
国
産
ふ
く

ゆ
た
か
と
う
ふ
」
と
の
比
較
で
は
、

４
月
期
に
お
い
て
対
前
年
比
１
３

２
％
、
５
月
期
で
１
３
１
％
の
伸

び
が
出
て
い
ま
す
。「
熊
本
県
嘉

島
町
産
」
と
表
示
し
た
こ
と
で
、

よ
り
安
心
、
安
全
な
商
品
と
し
て

県
内
で
も
多
く
の
取
扱
店
が
出
て

い
る
よ
う
で
、
今
後
は
増
産
も
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
も
大
豆
焼
酎
「
嘉

島
」
が
２
３
０
０
本
醸
造
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
１
１
０
０
本
が
醸
造
さ
れ
、

12
月
末
に
は
品
切
れ
に
な
り
ま
し

　

嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
認
可
が
５
月
29
日
に

下
り
ま
し
た
。
現
在
、
地
区
界
測

量
や
基
本
設
計
が
完
了
し
て
お
り
、

今
後
本
格
的
に
換
地
設
計
や
、
よ

り
詳
細
な
設
計
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

同
時
に
保
留
地
が
順
調
に
売
れ

て
事
業
資
金
を
捻
出
し
て
い
く
こ

と
が
、
事
業
成
功
の
重
要
な
要
素

に
な
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
た
う

え
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
プ
ロ
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
将

来
を
見
据
え
た
造
成
計
画
、
分
譲

計
画
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

で
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
は
、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
核
と
し
た
効
率

的
な
広
域
農
場
の
構
築
を
図
り
、

低
コ
ス
ト
水
稲
生
産
に
取
り
組
む

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
６
月
下
旬

ご
ろ
に
は
県
の
指
定
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
６
月
25
日
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

た
。

　
「
豆
腐
」「
焼
酎
」、
い
ず
れ
も

嘉
島
町
産
の
大
豆
を
原
料
と
し
た

製
品
と
し
て
、
今
後
も
ご
賞
味
ご

愛
飲
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



荒木町長

災害救助・水防計画を承認

集 中 豪 雨・ 台 風 に 備 え
特 別 警 報 に も 注 意 を !

嘉島町災害対策会議・水防協議会　
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子
育
て
支
援
の
充
実
め
ざ
し

町
の
事
業
計
画
策
定
へ

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　

嘉
島
町
災
害
対
策
会
議
及
び
水

防
協
議
会
は
６
月
10
日
、
役
場
会

議
室
で
会
議
を
開
き
、
平
成
26
年

度
の
災
害
対
策
要
綱
、
災
害
救

助
計
画
書
、
水
防
計
画
書
を
承

認
。
昨
年
夏
か
ら
運
用
開
始
さ
れ

　

嘉
島
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
第
１
回
会
議
は
５
月
29
日
、
役

場
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同

会
議
は
子
ど
も
・
子
育
て
３
法
に

基
づ
い
て
、
５
カ
年
の
「
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

会
議
は
、
工
藤
教
育
長
を
会
長

に
保
護
者
や
民
生
児
童
委
員
、
保

育
・
学
校
関
係
者
な
ど
14
人
で
構

成
。
荒
木
町
長
は
、「
町
の
人
口

は
増
え
て
お
り
、
保
育
・
学
校
教

育
は
質
量
と
も
に
今
後
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
計
画

策
定
と
そ
の
後
の
助
言
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
役
場
担

母
親
の
6
割
が
働
く

　

調
査
は
、
町
内
の
就
学
前
及
び

小
学
１
～
３
年
生
の
保
護
者
７
１

５
人
を
対
象
に
、
今
年
１
、
２
月

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
母
親
の
59
・

５
％
が
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
食
事
状

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

況
で
は
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い

る
母
親
は
84
・
６
％
に
対
し
、
父

親
は
56
・
６
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
で
今
後
重
要
だ

と
思
う
こ
と
は
、「
子
ど
も
が
安

心
・
安
全
に
遊
べ
る
場
の
整
備
」

が
最
多
で
し
た
が
、
就
学
前
の
保

護
者
が
55
・
１
％
に
対
し
、
小
学

生
の
保
護
者
は
68
・
８
％
と
よ
り

多
く
な
り
ま
し
た
。

当
者
が
町
内
の
子
育
て
環
境
の
現

状
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

た
「
特
別
警
報
」
に
つ
い
て
の
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
災
害
発
生
時
の
実

働
部
隊
に
な
る
町
消
防
団
は
じ
め
、

嘱
託
員
、
交
通
指
導
員
、
婦
人
会
、

役
場
各
課
長
の
ほ
か
、
御
船
署
や

上
益
城
消
防
本
部
、
県
上
益
城
地

域
振
興
局
な
ど
関
係
機
関
も
出
席

し
ま
し
た
。

　

本
部
長
の
荒
木
町
長
は
「
今
年

は
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
入
り
し
、

集
中
豪
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
町
は
こ
こ
十
数
年
、

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
、
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
災
害
対
策
の
周
知
は

必
要
で
、
忘
れ
が
ち
な
『
自
助

（
自
分
自
身
で
身
を
守
る
）」

『
共
助
（
地
域
住
民
同
士
で

助
け
合
う
）』
も
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
要
綱
や
救
助

計
画
、
水
防
計
画
は
、
昨
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
町
地

域
防
災
計
画
に
沿
っ
た
も

の
で
、
担
当
課
長
が
内
容
を

説
明
し
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
特
別
警
報
」
は
、
従
来

の
警
報
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
な
ど
が
予
想
さ
れ
、

重
大
な
災
害
の
危
険
性
が

著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場

合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
発
表
さ
れ

た
ら
「
た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
最
大
限

の
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

福
岡
管
区
気
象
台
の
九
州
北
部

地
方
の
３
カ
月
予
報
に
よ
る
と
、

７
月
は
平
年
に
比
べ
て
曇
り
や
雨

の
日
が
多
く
、
降
水
量
は
平
年
並

み
ま
た
は
多
い
確
率
が
各
40
％
。

８
月
は
晴
れ
の
日
が
多
い
見
込
み

で
、
気
温
は
平
年
並
み
ま
た
は
高

い
確
率
が
各
40
％
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
熊
本
県
は
、
年
降
水
量

の
４
割
が
梅
雨
期
間
に
集
中
し
、

近
年
は
短
時
間
の
強
い
雨
が
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
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「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

11
月
８
日
、
町
民
会
館
で
開
催

嘉
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　

嘉
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

は
６
月
11
日
、
平
成
26
年
度
総
会

を
町
民
会
館
で
開
き
、
本
年
度
の

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

を
11
月
８
日
に
町
民
会
館
で
開
催

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
教
育
委
員
、
学
校
長
、

人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、
町
議
会

や
老
人
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
各
種
団
体
の
代
表
43
人
で
組
織
。

「
社
会
教
育
」「
学
校
教
育
」「
就

学
前
教
育
」「
進
路
保
障
」
の
４

部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
工
藤
教
育
長
は
、「
最

近
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
よ
り
陰
湿
に
、

よ
り
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
完

全
に
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
ず
、

対
策
も
取
り
に
く
い
の
が
現
状
で

す
。
教
育
で
正
し
く
学
び
、
人
権

感
覚
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、

　

嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
は
６
月
19
日
、

役
場
で
会
議
を
開
き
、
７
月
17
日

に
町
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
こ

と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
町
内
各
団
体
の
代
表

な
ど
委
員
20
人
が
出
席
。
会
長
の

荒
木
町
長
は
「
地
域
の
犯
罪
を
抑

制
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
に
も
温
か
い
目
で
更
生
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

７
月
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
中
の
行
事
に
つ
い
て

協
議
。
町
内
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、

上
益
城
郡
内
の
パ
レ
ー
ド
は
７
月

８
日
に
嘉
島
町
を
重
点
に
役
場
発

着
で
行
う
こ
と
や
、
夏
休
み
中
に

は
各
団
体
共
同
で
夜
間
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。

　

御
船
署
嘉
島
交
番
の
星
子
所
長

は
管
内
の
犯
罪
情
勢
を
報
告
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
今
年
１
～
５
月
の

嘉
島
町
内
の
街
頭
犯
罪
発
生
件
数

は
49
件
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て

９
件
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
御

船
署
管
内
で
は
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
万
引
き
が
11
件
と
多

く
、
車
上
狙
い
５
件
、
自
転
車
盗

４
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
児
童
へ
の
声
か

け
事
案
も
発
生
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

犯
罪
発
生
件
数
は

御
船
署
管
内
最
多

万
引
き
・
車
上
狙
い
な
ど

運動実施委員会
７月17日に町内パレード
社会を明るくする運動

「人権を考える町民の集い」の開催を決めた推進協議会

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
部
会
は
年
間
を
通
じ
て
研
究

会
や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

協
議
会
の
目
標
と
し

て
「
差
別
事
象
の

解
消
と
未
然
防
止
」

「
人
権
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
実
践
の

た
め
の
多
様
な
学
習

機
会
の
充
実
」
を
あ

げ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
は
全
員

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
集
い
」

は
10
回
目
。
小
中
学

生
の
人
権
に
関
す
る

作
品
展
示
や
作
文
、

合
唱
な
ど
の
発
表
が

あ
り
、
兵
庫
県
尼
崎

市
教
育
委
員
で
教
育

サ
ポ
ー
タ
ー
の
仲
島

正
教
さ
ん
の
講
演
を
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合
併
し
な
い
で
発
展
、
な
ぜ
？

熊
大
学
生
が
嘉
島
町
調
査

　
「
平
成
大
合
併
か
ら
10
年
」
を

テ
ー
マ
に
、
熊
本
大
学
法
学
部
の

伊
藤
洋
典
教
授
と
学
生
３
人
が
６

月
９
日
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
で

発
展
し
て
き
た
嘉
島
町
の
歩
み
を
、

荒
木
町
長
や
当
時
の
町
職
員
か
ら

聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
伊
藤
教
授
の
ゼ
ミ
で

政
治
学
を
学
ぶ
４
年
生
と
３
年
生
。

伊
藤
教
授
が
嘉
島
町
に
住
み
、
教

育
委
員
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら

今
回
の
調
査
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
荒
木
町
長
と
元
町

職
員
の
甲
斐
昌
和
さ
ん
、
増
岡
司

さ
ん
が
対
応
。
昭
和
63
（
１
９
８

８
）
年
３
月
に
策
定
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
」
を
資
料
に
、

学
生
た
ち
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　

熊
本
市
へ
の
編
入
請
願
が
市
議

会
で
廃
案
に
な
っ
た
の
は
、
荒
木

町
長
が
就
任
し
た
昭
和
62
（
１
９

８
７
）
年
。
基
本
構
想
は
、「
町

単
独
で
行
く
し
か
な
い
」
と
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
町
を

挙
げ
て
取
り
組
み
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
収
率
は
90
％
と
、
町
民
の
関

心
も
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
工
場
の
進
出
や
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン

の
開
発
、
河
川
改
修
や
土
地
区
画

整
理
、
ほ
場
整
備
な
ど
が
進
展
。

平
成
大
合
併
時
も
町
民
の
多
く
が

「
町
単
独
」
を
選
び
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
や
り
が
い
と

希
望
が
あ
っ
た
。
発
展
の
要
因

は
河
川
改
修
の
進
展
が
一
番
」。

基
本
構
想
に
「
ビ
ー
ル
工
場
誘

致
」
を
盛
り
込
ん
だ
甲
斐
さ
ん
は
、

「
進
出
が
決
ま
っ
た
時
は
感
動
し

た
」。

　

伊
藤
教
授
は
、「
合
併
し
な
い

で
う
ま
く
い
っ
た
の
が
嘉
島
町
。

合
併
で
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

調
べ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

荒木町長（右奥）たちから話を聞く
伊藤教授と学生たち（手前）

町教委、熊日とＮＩＥ協定

小中学校で熊日記事活用 
児童・生徒の言語活動充実に

　

町
教
育
委
員
会
は
６
月
12
日
、

熊
本
日
日
新
聞
社
と
「
児
童
・
生

徒
の
言
語
活
動
充
実
を
目
指
す
新

聞
活
用
に
関
す
る
協
定
」（
Ｎ
Ｉ

Ｅ
協
定
）
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
学
校
教
育
で
新
聞
を

教
材
と
し
て
活
用
す
る
運
動
で
、

嘉
島
中
学
校
は
本
年
度
か
ら
日
本

新
聞
協
会
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
協
定
締
結

で
、
同
中
と
東
・
西
小
学
校
は
、

授
業
や
学
級
通
信
、
学
校
便
り
な

ど
で
熊
日
の
記
事
を
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
熊
日
記
者
に
よ

る
出
前
授
業
な
ど
も
実
施
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

締
結
式
は
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、

学
校
長
や
熊
日
関
係
者
が
出
席
。

工
藤
教
育
長
と
中
西
熊
日
常
務
取

締
役
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

工
藤
教
育
長
は
、「
新
聞
を
読

む
こ
と
で
社
会
を
見
つ
め
る
力
や

考
え
る
力
、
表
現
す
る
力
を
磨
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
が
目
指

す
『
言
語
活
動
』『
確
か
な
学
力
』

と
重
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
高
め
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
で
は
こ
れ
か
ら
各
教

科
で
熊
日
記
事
を
活
用
。
嘉
島
中

で
は
国
語
を
中
心
に
各
教
科
で
工

夫
。
２
学
期
は
熊
日
を
含
め
て
県

内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
全
７
紙
が

提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
第
１
回
嘉
島
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
は
５
月
26

日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、
町

水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
県

が
進
め
て
い
る
く
ま
も
と
土
地
利

用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事
業

（
低
コ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
支

援
）
に
つ
い
て
協
議
、
提
案
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
町
内

７
２
５
㌶
の
水
田
に
作
付
け
す
る

米
、
麦
、
大
豆
な
ど
の
取
り
組
み

方
針
や
作
付
面
積
な
ど
を
決
定
。

　

土
地
利
用
型
農
業
支
援
事
業
は
、

米
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
も
の
で
、

法
人
化
を
前
提
に
県
の
モ
デ
ル
地

区
に
応
募
。
６
月
25
日
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

熊
日
と
町
教
委
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
調
印
式

土
地
利
用
型
農
業
競
争
力

強
化
支
援
事
業
な
ど
承
認

町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
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精一杯のプレーに拍手！
嘉島町一般男女
バレーボール

大　会

男
子
・
上
島
３
連
覇

女
子
・
鯰
４
連
覇

　

嘉
島
町
体
育
協
会
主
催
の
第
38

回
嘉
島
町
一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
６
月
８
日
、
町
民
体
育

館
と
嘉
島
中
体
育
館
で
開
か
れ
、

男
子
は
上
島
体
協
が
３
連
覇
、
女

子
は
鯰
体
協
が
４
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

男
子
は
10
チ
ー
ム
、
女
子
は
８

チ
ー
ム
が
出
場
。
会
長
の
荒
木
町

長
が
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決

定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
生
懸

命
、
そ
し
て
け
が
の
な
い
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ

つ
、
男
女
と
も
１
番
く
じ
を
引
き

当
て
た
上
六
嘉
の
廣
田
祥
一
さ
ん

と
前
田
タ
キ
子
さ
ん
が
「
和
気
あ選手宣誓の廣田さん（左）と前田さん

男子も熱戦を展開

い
あ
い
と
け
が
の
な
い
よ
う
、
持

て
る
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

試
合
は
男
女
と
も
ブ
ロ
ッ
ク
別
の

リ
ン
グ
戦
の
あ
と
、
４
チ
ー
ム
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。
ど
の

チ
ー
ム
も
楽
し
そ
う
な
声
を
あ
げ

な
が
ら
、
精
一
杯
の
プ
レ
ー
を
み

せ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

　

２
位
以
下
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
男
子　

②
鯰
体
協
③
滝
河
原
体

協
、
下
仲
間
体
協　

◇
女
子　

②
滝
河
原
体
協
③
上
仲

間
体
協
、
下
仲
間
体
協

鯰
ク
ラ
ブ
に
栄
冠

第
39
回
会
長
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
39
回
嘉
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
決
勝
戦
が
５
月
23
日
、
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
10

チ
ー
ム
が
参
加
、
５
月
13
日
開
幕
。

　

決
勝
戦
は
、
鯰
ク
ラ
ブ
と
嘉
島

産
業
の
顔
合
わ
せ
。
初
回
か
ら
両

投
手
の
好
投
や
堅
守
で
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
に
０
が
並
ぶ
展
開
。
延
長
戦

突
入
と
思
わ
れ
た
７
回
裏
に
鯰
ク

ラ
ブ
が
１
点
を
挙
げ
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
劇
的
な
幕
切
れ
で
鯰
ク
ラ
ブ

が
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。



東
・
西
小
で
水
泳
授
業

 
プ
ー
ル
に

歓
声
! !

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
楽
し
む

「
面
白
か
っ
た
」　

東
小
６
年
生
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嘉
島
東
・
西
小
学
校
で
６
月
か

ら
水
泳
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

プ
ー
ル
で
は
９
月
ま
で
児
童
の
歓

声
と
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
ま
す
。

　

西
小
で
は
６
月
12
日
に
５
、
６

年
生
の
プ
ー
ル
開
き
。
先
生
は
①

体
調
を
整
え
て
参
加
す
る
②
プ
ー

ル
の
中
で
ふ
ざ
け
な
い
③
先
生
の

話
を
し
っ
か
り
聞
く
、
と
注
意
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
児
童
は
「
自

己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
」「
25
㍍

を
完
全
に
泳
ぎ
切
る
」
と
目
標
を

発
表
。
水
に
潜
っ
て
小
さ
く
切
っ

た
ホ
ー
ス
を
拾
う
ゲ
ー
ム
な
ど
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

東
小
は
13
日
の
３
、
４
年
生
が

最
初
の
水
泳
授
業
。
先
生
が
①

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
走
ら
な
い
②

プ
ー
ル
に
飛
び
込
ま
な
い
③
プ
ー

ル
の
中
で
ふ
ざ
け
な
い
、
と
注
意
。

児
童
は
「
平
泳
ぎ
で
鼻
に
水
が
入

ら
な
い
よ
う
に
た
く
さ
ん
練
習
し

ま
す
」「
25
㍍
１
回
も
息
継
ぎ
し

な
い
で
泳
ぎ
た
い
」
と
発
表
し
、

み
ん
な
一
緒
に
プ
ー
ル
の
中
を
回

る
渦
巻
き
作
り
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

７
月
24
日
に
は
西
小
プ
ー
ル
で

両
校
合
同
記
録
会
が
あ
り
ま
す
。

　

嘉
島
東
小
の
６
年
生
は
６
月
16

日
、
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
交
流
行
事
で
、
指

導
し
た
の
は
、
下
六
嘉
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
井
上
博
子
さ

ん
た
ち
５
人
。

　

６
年
生
は
23
人
。
毛
利
ユ
ウ
さ

ん
が
始
め
の
言
葉
で
「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
先
生
２

人
が
加
わ
っ
て
５
人
１
組
の
チ
ー

ム
を
作
り
、
運
動
場
に
設
け
ら
れ

た
５
ホ
ー
ル
を
井
上
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
回
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て

の
子
も
多
く
、
ボ
ー
ル
を
強
く
打

ち
過
ぎ
た
り
見
当
違
い
の
方
へ
飛

ば
し
た
り
と
四
苦
八
苦
。
そ
れ
で

も
打
つ
た
び
に
上
手
に
な
っ
て
、

２
打
で
ゴ
ー
ル
す
る
児
童
も
い
ま

し
た
。

　

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
愛
好
会

の
皆
さ
ん
と
す
っ
か
り
打
ち
解
け

た
児
童
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」

「
面
白
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

元気いっぱいで声を出す西小児童

東
小
児
童
の
元
気
な
笑
顔

大
喜
び
の
西
小
児
童

渦
巻
き
を
作
る
東
小
児
童

プレーの後はみんな笑顔

「そうよ、そうやって」



御
船
地
区
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

東
・
西
小
３
チ
ー
ム 

健
闘
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幼
光
保
育
園

の
園
児
22
人
が

６
月
16
日
、
北

甘
木
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

「
康
寿
苑
」
を

訪
問
。
お
年
寄

り
に
歌
や
お
は

な
し
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

同
園
は
、
町

社
会
福
祉
協
議

会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
園
。

年
２
回
、
年
長

児
が
康
寿
苑
を

訪
問
し
て
い
ま

す
。

　

自
転
車
の
安
全
運
転

を
競
う
第
48
回
交
通
安

全
子
ど
も
自
転
車
大
会

が
６
月
14
日
、
甲
佐
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

御
船
地
区
交
通
安
全

協
会
の
主
催
で
、
御
船

署
管
内
の
11
校
16
チ
ー
ム
が
参
加
。

甲
佐
小
の
太
田
達
也
く
ん
の
選
手

宣
誓
の
あ
と
、
各
校
の
代
表
が
交

通
安
全
の
知
識
と
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
東
小
Ａ
・
Ｂ
の

２
チ
ー
ム
、
西
小
１
チ
ー
ム
が
出

場
。
30
分
間
の
学
科
テ
ス
ト
で
は

頭
を
抱
え
な
が
ら
難
問
を
解
読
。

実
技
テ
ス
ト
で
は
、
１
１
０
㎝
か

ら
１
２
０
㎝
間
隔
に
立
て
ら
れ
た

ピ
ン
の
間
を
ジ
グ
ザ
グ
走
行
す
る

コ
ー
ス
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
走
行
。
１
本

も
ピ
ン
を
倒
さ
な
か
っ
た
選
手
に

は
客
席
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
交
通
安
全
の
知
識
と
技
術

を
学
ん
だ
児
童
。
学
校
や
家
庭
で

交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ホ
ー
ル
に
は
、
入
所
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
お
年
寄
り
約
70

人
が
集
合
。
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

た
園
児
た
ち
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
、

「
か
え
る
の
合
唱
」
や
「
ふ
る
さ

と
」
の
歌
、
お
は
な
し
あ
そ
び
の

「
お
お
か
み
と
７
匹
の
子
や
ぎ
」

を
披
露
。
み
ん
な
で
描
い
た
絵
を

贈
り
、
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
と

握
手
し
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
た
ち
は
、
園
児
た
ち

に
「
か
わ
い
か
ね
ぇ
」
と
大
き
な

拍
手
。
握
手
の
際
に
は
「
と
て
も

上
手
だ
っ
た
」「
が
ん
ば
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
、
園
児
た
ち
も
笑
顔

で
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
園
児
た
ち
は
「
ま
た

来
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
お
年
寄

り
か
ら
は
さ
ら
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

東小Ａチーム 東小Ｂチーム 西小チーム

学科テストで難問解読

左右確認、手を上げて左折 ピンの間をジグザグ走行

お年寄りと握手する園児たち

元気な歌声を聞かせる園児たち

歌、おはなし、握手
幼光保育園児が康寿苑訪問
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北
甘
木
地
区
の
矢
形
川
に
架
か

る
庄
嶋
橋
下
流
に
、
今
年
も
七
夕

飾
り
が
並
び
ま
し
た
。
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
石
笈
の

庄
河
川
美
化
の
会
」
が
設
置
し
た

も
の
で
、
今
年
で
９
年
目
。

　

６
月
29
日
、
地
元
有
志
の
草
刈

り
の
あ
と
、
会
員
約
30
名
が
13
本

の
竹
に
９
０
０
枚
の
短
冊
を
飾
り

付
け
、
川
岸
に
沿
っ
て
立
て
ま
し

た
。
短
冊
に
は
地
元
の
人
の
願
い

や
町
内
の
小
学
校
と
幼
稚
園
の
児

童
・
園
児
が
書
い
た
夢
や
希
望
も
。

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

「
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
夏
の
風
に
な
び
く
七
夕
飾
り

に
通
行
人
も
さ
っ
そ
く
足
を
止
め

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
７
月
16

日
ま
で
設
置
の
予
定
で
す
。

　

父
の
日
を
前
に
し
た
６
月
13
日
、

上
益
城
郡
内
や
城
南
町
の
酪
農
家

で
作
る
熊
乳
協
女
性
部
の
藤
木
陽

子
さ
ん
（
下
仲
間
）
と
山
内
香
代

さ
ん
（
高
田
）
が
、「
父
の
日
に

牛
乳
（
ち
ち
）
を
」
と
、
工
藤
教

育
長
に
牛
乳
を
贈
り
ま
し
た
。

　

県
酪
連
（
酪
農
マ
ザ
ー
ズ
）
が

牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
毎
年
、

県
内
市
町
村
長
に
贈
呈
し
て
い
る

一
環
で
、
こ
の
日
は
町
長
が
公
務

で
不
在
の
た
め
に
教
育
長
に
。

　

藤
木
さ
ん
た
ち
は
、「
風
呂
上

が
り
の
ビ
ー
ル
の
代
わ
り
に
牛
乳

を
。
寝
る
前
に
飲
む
と
よ
く
眠
れ

ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
」
の
第
３
回
親
子
教
室
が
６
月

３
日
、
鯰
公
民
館
で
あ
り
、
親
子

４
組
と
ス
タ
ッ
フ
が
お
に
ぎ
り
と

巻
き
寿
司
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
食
育
月
間
に
ち
な
ん
で

赤
・
緑
・
黄
の
野
菜
な
ど
の
食
材

が
入
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
お
に
ぎ
り
と

卵
焼
き
や
海
苔
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
く
る
み
の
花
お
に
ぎ
り
な

ど
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ン
ナ
ー
巻
き
寿
司
作
り
で

は
、
初
め
て
「
巻
き
す
」
を
手
に

す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
上
手
に

巻
き
「
イ
ベ
ン
ト
の
お
弁
当
に
い

い
ね
」
と
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。 　

嘉
島
ち
ぎ
り
絵
会
（
河
原
君
代

代
表
）
の
皆
さ
ん
が
６
月
３
～
８

日
、「
和
紙
に
よ
る
ち
ぎ
り
絵
展

示
会
」
を
町
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ
で

開
き
ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
の
指
導
で
ち
ぎ
り
絵

を
楽
し
む
15
人
が
約
50
点
を
出
品
。

色
染
め
し
た
和
紙
は
重
ね
る
と
色

が
変
化
す
る
と
の
こ
と
。
会
場
に

は
、
ア
サ
ガ
オ
や
ツ
バ
キ
、
ア
ジ

サ
イ
な
ど
の
花
や
鳥
、
魚
、
四
季

折
々
の
風
景
な
ど
を
表
現
し
た
色

鮮
や
か
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

20
年
近
く
指
導
し
て
い
る
河
原

さ
ん
は
、「
頭
や
手
先
を
使
う
の

で
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

七夕飾りを立てた「石笈の庄河川美化の会」の皆さん

工藤教育長（左）に牛乳を贈る
藤木さん（右）と山内さん

みんなで作って公民館玄関に飾りました

北甘木の庄嶋橋下流

石
い し お い

笈の庄の七夕飾り
今年もお目見え

父
の
日
に

　

牛ち

ち乳
飲
ん
で
！

熊
乳
協
女
性
部

教
育
長
に
贈
る

花
鳥
風
月
…

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵

町
民
会
館
で
展
示
会

お
に
ぎ
り
の
花
咲
い
た

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て

ご
ら
ん
「
親
子
教
室
」

滝
河
原
サ
ロ
ン
に
も
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嘉
島
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の
一
期
生
で
、

今
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
北
甘
木
の
村
冨
世

子
惠
さ
ん
と
、
下
仲
間
の
福
泉
朝
子
さ
ん
が
５

月
、
熊
本
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

の
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
人
は
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
、
婦
人
会

に
入
り
、
栄
養
教
室
で
１
年
間
学
ん
で
推
進

員
に
。「
町
民
の
健
康
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

勉
強
し
た
こ
と
を
地
域
の
老
人
会
や
サ
ロ
ン
で

伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

村
冨
さ
ん
は
77
歳
。「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
」。
福
泉
さ
ん
は
74
歳
。「
も
う
少
し
勉
強

し
て
続
け
て
い
き
た
い
」。
町
内
の
高
齢
者
に

は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
」
と
栄
養

教
室
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

の
平
成
26
年
度
総
会
は
６
月
20
日
、

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
で
開

か
れ
、
交
通
安
全
運
動
や
環
境
美

化
活
動
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
55
社
で
構
成
。
清
永

邦
夫
会
長
は
、「
町
は
人
口
も
増

え
て
活
力
も
出
て
い
ま
す
。
東
部

台
地
開
発
で
ま
す
ま
す
発
展
が
期

待
で
き
、
企
業
と
し
て
も
貢
献

し
て
い
き
た
い
」。
荒
木
町
長
は
、

「
皆
さ
ん
の
企
業
進
出
の
お
か
げ

で
町
は
発
展
し
て
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
企
業
の
活
動
し
や
す

い
よ
う
な
整
備
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

鯰の猿田彦神下仲間の地蔵

　

鯰
地
区
本
木
寺
跡
。
公
民
館
脇

の
辻
に
立
っ
て
い
ま
す
。
嘉
島
町

誌
に
よ
る
と
。
境
を
守
り
道
の
安

全
を
守
り
、
さ
ら
に
く
す
め
き

（
百
日
ぜ
き
）の
神
で
防
疫
の
神
で

も
あ
る
、
と
の
こ
と
。「
上
六
嘉

竜
福
寺
、
下
六
嘉
西
光
寺
、
高
田

等
に
見
ら
れ
る
」
と
も
あ
り
ま
す
。

　

緑
川
堤
防
の
木
々
に
囲
ま
れ
、

瓦
葺
き
の
立
派
な
祠
に
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、

享
保
19
（
１
７
３
４
）
年
建
立
。

町
内
の
地
蔵
尊
は
50
余
あ
り
、
年

代
が
わ
か
る
の
は
17
体
ほ
ど
。
享

保
か
ら
文
化
・
文
政
年
間
の
も
の

が
比
較
的
多
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
公
民
館
運
営
審
議
会
は

６
月
５
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

平
成
26
年
度
の
社
会
教
育
・
公
民

館
の
取
り
組
み
や
事
業
計
画
を
決

め
ま
し
た
。

　

公
民
館
長
の
工
藤
教
育
長
は
、

「
公
民
館
は
生
き
が
い
創
造
と
生

涯
学
習
の
場
。
町
民
会
館
落
成
後

の
初
年
度
と
し
て
運
営
も
工
夫
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
審

議
で
は
、
11
講
座
に
延
べ
１
７
６

人
が
参
加
し
た
本
年
度
公
民
館
講

座
や
、
年
６
回
の
高
齢
者
・
婦
人

合
同
学
級
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

の
計
画
を
了
承
。
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
交
流
を
図
る
「
総
合
型

地
域
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
準
備
の
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。

表彰された福泉さん（左）と村冨さん

町 一 期 生、 今 も 現 役

村冨世子惠さん ( 北甘木 )
福泉　朝子さん ( 下仲間 )会 長 表 彰

「
町
の
発
展
に

　
　
　
　

貢
献
し
た
い
」

町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

26
年
度
は
公
民
館
講
座
11

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
準
備

町
公
民
館
運
営
審
議
会

熊本県食生活改善
推進員連絡協議会
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《
急
増
！ 

貸
出
冊
数
》

　

町
民
会
館
で
、
開
館
し
た
４
月

か
ら
貸
出
冊
数
が
急
増
。
５
月
ま

で
の
２
カ
月
間
で
６
５
８
２
冊
、

昨
年
度
（
３
月
は
閉
館
）
の
１
０

７
６
７
冊
の
６
割
を
超
え
ま
し
た
。

　

昨
年
同
時
期
に
比
べ
る
と
約

３
・
８
倍
。
こ
の
ま
ま
だ
と
年
間

４
万
冊
を
超
え
そ
う
で
す
。

　

利
用
者
数
も
同
約
３
・
６
倍
の

１
２
２
１
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

「
ウ
ル
ル
の
森
の
物
語
」

　
　
　
　
　
　
世
良 

ふ
ゆ
み

脚
本
／
吉
田
智
子
・
森
山
あ
け
み

小
学
館
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ネ
マ
文
庫

沈黙のエール
	 横関大
９９のなみだ　旅　涙が心を癒す短編小説集
	 谷口雅美ほか
それでも僕は夢を見る　
	 作・水野敬也　画・鉄拳
しげちゃん田んぼに立つ　続 「々ばらとおむつ」
	 銀色夏生
親子で楽しむ　手軽でおいしい！アウトドア料理
	 太田潤
ガーデニングの花選び
	 監修　川原田邦彦
日本百名山　登山ガイド下　中国・四国・九州ほか
	 吉川満ほか
介護・福祉の仕事がわかる本
	 結城康博・黒岩亮子　編著
プロトレーナー木場克己の体幹バランスメソッド
	 木場克己
大人の発達障害がわかる本
	 備瀬哲弘　監修

さかなクンの水族館ガイド
	 さかなクン
世界のふしぎな虫おもしろい虫
	 今森光彦
ふうせんのはか
	 さだまさし　　東菜奈/え
おーい　おひさま！
	 作/よこたきよし　絵/西村敏雄
おばけのひやめしや
	 作・絵　ささきみお
おひさまとかくれんぼ
	 さく・え　たちもとみちこ
あかいセミ
	 福田岩緒
かぶとん
	 みうらし～まる/作・絵
スイカぼうず
	 さく・え　とみた真矢
おばけのおつかい　さくぴーとたろぼうのおはなし
	 西平あかね　さく

　

ぼ
く
は
犬
の
物
語
が
大
好
き
で
、

こ
の
本
を
選
び
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
昴
と
妹
の
し
ず
く
は

北
海
道
に
い
る
父
の
と
こ
ろ
へ
。

あ
る
日
、
父
の
妹
で
動
物
カ
メ
ラ

マ
ン
の
千
恵
と
出
か
け
た
森
で
傷

つ
い
た
子
犬
に
出
会
い
、
い
っ

し
ょ
に
暮
ら
し
始
め
ま
す
が
…
。

し
ず
く
が
、
子
犬
を
助
け
て
い
た

の
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
ぼ
う
け

ん
や
お
も
し
ろ
い
シ
ー
ン
が
あ
っ

て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

ホール催物案内	 平成26年６月20日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

9 7 日 第 12 回さいたピアノコンクール熊本予選  9：30 無料 さいたピアノコンクール実行委員会
☎ 0969-56-3210

9 28 日 アンサンブル・ラボ・クマモト特別演奏会 in嘉島 14：30 500 円 アンサンブル・ラボ・クマモト事務局
☎ 090-9583−8843

10 12 日 バレエスペースフューチャー発表２０１４ 15：30 無料 バレエスペースフューチャー
☎ 096-382-5561

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。
○町民会館ご利用案内：
・予約受付時間　平日の午前９時〜午後５時（土・日・祝日を除きます。電話での予約はできません）
・予約受付場所　教育委員会窓口（町民会館内）
・予約受付期間　ホール　　利用日の１年前（土・日・祝日の場合は次に来る平日）から２週間前まで
　　　　　　　　会議室等　利用日の３カ月前（土・日・祝日の場合は次に来る平日）から３日前まで
・休　館　日　　月曜日（祝日の場合は次に来る平日）・年末年始（12月28日〜１月３日）
・利 用 時 間　　午前９時から午後10時（図書室は午前９時〜午後５時）

おすすめ本

嘉島中学校１年

穴井　恵太君
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司会は大田黒浩一さん

初出演の肥後ドッコイさん

初出演の平田京子さん

５時30分　開幕爆竹　かしま太鼓演奏
　　35分　実行委員長・荒木町長　あいさつ
　　40分　かしま太鼓演奏

６時00分　嘉島町消防音楽隊演奏
　　20分　嘉島中学校吹奏楽部演奏
　　40分　少女舞踊　ザ・わらべショー

７時05分　Ｂ-fitスポーツクラブダンスショー
　　20分　お笑いコンビ　肥後ドッコイ
　　40分　平田京子　歌謡ショー

８時00分　花火点火
　　30分　花火終了　閉幕

進　行　予　定

かしま水の郷まつり’14
８月２日 土
午後５時 30 分開幕
イオンモール熊本西側駐車場

夏 だ ！ 祭 り ！だ

○�

会
場
駐
車
場
は
車
が
大
変
込
み

合
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
か
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

車
で
ご
来
場
の
際
は
、
会
場
周

辺
の
商
業
施
設
等
へ
の
迷
惑
駐

車
や
路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
お

や
め
く
だ
さ
い
。

○�

近
く
を
車
で
通
行
さ
れ
る
と
き

は
、
花
火
に
見
と
れ
て
止
ま
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

　

�

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。

○�

花
火
打
ち
上
げ
時
の
風
向
き
に

よ
っ
て
は
、
花
火
の
ゴ
ミ
が
落

ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○�

国
道
２
６
６
号
線
及
び
県
道
・

熊
本
嘉
島
線
に
は
絶
対
駆
け
あ

が
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

大
型
車
の
通
行
が
多
く
危
険
で

す
の
で
路
側
帯
で
は
絶
対
に
見

物
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

夕
方
は
、
ま
だ
地
面
に
熱
が

残
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

シ
ー
ト
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

お
知
ら
せ
と
お
願
い

初

初
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地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
嘉
島

町
以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用

い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

防　
災

情
報
伝
達
訓
練

　

＋
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
３

　

＋
「
こ
ち
ら
は
、
嘉
島
町
で
す
」

　

＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課

 

☎
２
３
７－

１
１
１
２

予
防
接
種

二
種
混
合
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
６
月
下

○試験職種及び採用予定人員等

区 　 分 職 種 採用予定数 受　験　資　格

高 等 学 校
卒 業 程 度

一 般
事 務 １名程度

昭和 63 年 4 月 2 日から
平成 9 年 4 月 1 日までに
生まれた者

土 木 １名程度
昭和 58 年 4 月 2 日から
平成 9 年 4 月 1 日までに
生まれた者

○受付期間
　　平成 26 年７月 28 日（月）から８月 15 日（金）まで
　　※土曜日・日曜日を除く午前 8 時 30 分から午後 5 時まで。
　　郵送の場合は 8 月 15 日（金）の消印まで有効

○申込手続
　　試験申込書を持参か郵送
　　�【試験申込書は役場総務課に請求するかホームページから

ダウンロード可能】

○試験日
　　・１次試験：平成 26 年９月 21 日（日）８時 30 分集合
　　・２次試験：1 次試験合格者のみ 11 月上旬の予定

○試験場　
　　熊本県立御船高等学校

○試験の種類
　　教養試験・専門試験・作文

○申込・お問い合わせ先
　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島 530
　　嘉島町役場総務課人事広報係　☎ 237-1112（内線 211）

嘉島町職員採用試験

 

○
訓
練
実
施
日
時

　

９
月
10
日
（
水
）
11
時
こ
ろ

 

○
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　

①
情
報
伝
達
手
段

　
　

防
災
行
政
無
線

　

②
放
送
内
容

　
　

�

町
内
に
設
置
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
、
次

の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

＋
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
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旬
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
、

　

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※�

小
学
６
年
生
が
対
象
で
す
。
必
ず
保

護
者
同
伴
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日

・
４
月
２
日
～
９
月
30
日
生
の
方

　

７
月
31
日
（
木
）

・
10
月
１
日
～
４
月
１
日
生
の
方

　

８
月
19
日
（
火
）

※�

混
雑
回
避
の
た
め
、
日
に
ち
を
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
方
は

可
能
な
日
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数　

１
回

※
実
施
日
の
み
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
時
間
（
時
間
厳
守
）

・
受
付　

13
時
20
分
～
13
時
50
分

・
接
種　

14
時
～
14
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
育
て

母
子
家
庭
等
無
料
相
談
会

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
、
お
子
さ

ん
の
事
、
就
職
支
援
、
養
育
費
確
保
、

Ｄ
Ｖ
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

相
談
（
将
学
金
）
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

専
門
の
知

識
を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

８
月
15
日
（
金
）
14
時
～
16
時

○
場
所

　

嘉
島
町
役
場
１
階
小
会
議
室

※�

郡
内
の
母
子
相
談
員
及
び
担
当
職
員

が
対
応
し
ま
す
。
予
約
が
あ
れ
ば
子

ど
も
相
談
員
等
も
対
応
可
能
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
母
子
担
当

 

☎
２
３
７－
２
５
７
６

健　
康

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

食
中
毒
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
食
べ

物
に
付
着
し
、
体
内
へ
侵
入
す
る
こ
と

で
発
生
し
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
り
食

中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

大
量
に
弁
当
を
発
注
し
た
り
、
食
品
の

販
売
や
取
扱
い
を
行
う
場
合
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

●
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

・
清
潔
（
菌
を
つ
け
な
い
）

・
迅
速
、
冷
却
（
菌
を
増
や
さ
な
い
）

・
加
熱
（
菌
を
や
っ
つ
け
る
）

●
食
品
取
扱
事
業
者
の
方
へ

・�

調
理
施
設
や
調
理
器
具
の
衛
生
管
理
、

食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い
と
併
せ
て
、

調
理
従
事
者
の
健
康
管
理
も
重
要
で

す
。
調
理
従
事
者
の
健
康
状
態
に
気

を
配
り
、
定
期
的
な
検
便
等
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
、
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・�
手
を
拭
く
際
は
、
タ
オ
ル
の
共
用
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

・�

ト
イ
レ
や
ド
ア
ノ
ブ
、
水
栓
な
ど
の

人
が
多
く
触
れ
る
場
所
は
、
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
に
よ
る
消
毒
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

 

☎
２
８
２－

０
０
１
６

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
（
税
込
）

※
項
目
数
等
で
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

 

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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採
用
資
格
試
験

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

５
名
程
度

○
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

　

月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験

　
　

９
月
21
日
（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　

熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
二
次
試
験

　
　

11
月
上
旬
頃

　

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

○
申
込
受
付
期
間

　

７
月
28
日
（
月
）
～
８
月
15
日
（
金
）

　

※�

土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は

８
月
15
日
（
金
）
消
印
ま
で
有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
及
び
山
都
消
防
署

  

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

 

総
務
課
☎
２
８
２－

１
９
５
９

  

〒
８
６
１－

３
２
０
６

　
　

上
益
城
郡
御
船
町

　
　
　
　
　
　

辺
田
見
４
０
６－

１

消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
種
類

　

甲
種
全
類
及
び
乙
種
全
類

○
試
験
日

・
第
１
回　

９
月
７
日
（
日
）

・
第
２
回　

９
月
14
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

７
月
22
日
（
火
）
～
７
月
31
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　

７
月
19
日
（
土
）
～
７
月
28
日
（
月
）

○
試
験
地　
　

熊
本
市

○
願
書
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

　

部
及
び
熊
本
市
消
防
局
・
県
下
消
防

　

本
部

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11－

４

　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

 

☎
３
６
４－

５
０
０
５

献　
血　

７
～
８
月
は

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

　

熊
本
県
は
、
７
月
と
８
月
を
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
期
間
と
し
て
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
献
血
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
夏
場
は
長
期
の
休
み
や

暑
さ
に
よ
り
、
献
血
者
の
減
少
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
若
い
方
で
、
献
血
を
し
た
こ
と

が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
期
間
中
の
町
内
の
献
血
予
定
〉

○ 

日
時　

７
月
13
日
（
日
）、
８
月
14

日
（
木
）・
15
日
（
金
）

　

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
半
、

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
16
時
半

○
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

　
　
　
　

き
ら
き
ら
タ
ワ
ー
前

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

給
付
金

¥

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

嘉
島
町
は
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

ご
み
出
し

ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
！ ごみ袋

嘉島町

　

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
に
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ

ン
が
残
っ
た
ま
ま
の
一
斗
缶
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
処
理
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
大
変
危
険
で
す
。
購
入
先
に
問

い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
適
正
な
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管

内
の
ご
み
袋
の
中
に
注
射
針
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
注
射
針
等
の
鋭
利
な

物
は
医
療
関
係
者
か
患
者
・
家
族
の
方

が
医
療
機
関
に
持
ち
込
み
、
感
染
性
廃

棄
物
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

 

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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付
を
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
は

基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
に
嘉

島
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支

給
対
象
者
は
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
（
特
例
給
付
含
む
）
の
受
給
者
で
、

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
方
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
等
に
対
し

て
は
、
６
月
下
旬
に
通
知
と
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
、

申
請
書
等
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
は
10
月
１
日
ま
で
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　
　

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
申
請

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
に

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万
一
、
障

害
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生

し
た
時
に
障
害
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
の
申
請
は
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
区
町
村
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
26
年
７

月
分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分
ま
で
の
期

間
を
対
象
に
審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
免
除
申
請
は
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
遡
及
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
失
業
等
で
保
険
料
の
納
付
が

経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申

請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
等
は
、
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
ま
た
は
熊
本
東
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　
談　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

７
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

　

８
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

  
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
２
３
７－

２
９
８
１

人
材
の
育
成
・
確
保

　

県
内
の
企
業
・
教
育
機
関
の
皆
様
へ

熊
本
県
は
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成
・

確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
２
８
９－

２
４
３
８

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

電
話
相
談

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
専
用
電
話

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ
ー

　
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０－

７
７
１－

２
０
８

○
受
付
期
間　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※�

日
曜
、
祝
日
、
８
／
10
～
８
／
17
、

12
／
27
～
１
／
４
は
除
く

○
時
間　

10
時
～
17
時

●
相
談
無
料�

●
匿
名
可�

●
秘
密
厳
守

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
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農
薬
・
農
業

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り
果

樹
類
や
い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
等
の
園
芸
作

物
の
花
粉
の
交
配
に
は
不
可
欠
で
、
農

業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

早
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
の
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
３
点
に
留

意
し
ミ
ツ
バ
チ
へ
農
薬
に
よ
る
危
害
が

生
じ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事

項
を
よ
く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響

の
あ
る
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に

注
意
す
る
②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交

換
す
る
③
防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十

分
確
認
し
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

 

☎
３
３
３－

２
３
８
１

　
　
　

熊
本
県
畜
産
課

 

☎
３
３
３－

２
４
０
１

農
地
借
り
受
け
希
望
者
募
集

　

本
年
度
か
ら
県
農
業
公
社
は
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
と
し
て
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
機
構
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
さ
れ
る
方
や
相
続
し
た
農
地
の
借
り

手
を
探
し
て
い
る
方
な
ど
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
、
地
域
の
担
い
手
農
家
な
ど

に
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る
た
め

に
は
、
機
構
の
「
借
り
受
け
希
望
者
の

募
集
」
に
あ
ら
か
じ
め
応
募
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
第
２
回
の
募
集
期
間
は

９
月
１
日
～
９
月
30
日
、
次
回
は
１
月
）

　
『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
』

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

募
集
内
容
や
応
募
方
法
は
、
県
農
業

公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
役
場
農
政
課
、

Ｊ
Ａ
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
農
業
公
社

 

☎
２
１
３－

１
２
３
４

引
揚
者　

引
揚
者
と
ご
家
族
の
皆
様
へ

　

税
関
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り

し
た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
通

り
で
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海

運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上

は
返
還
の
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税

関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま

す
。
返
還
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

　
　

☎
０
１
２
０－

８
２
８－

６
８
０

募　
集　

人
権
同
和
問
題
指
導
者
育
成
講
座

　

熊
本
県
は
、
人
権
同
和
問
題
の
研
修

担
当
者
を
対
象
に
、
指
導
者
と
し
て
の

必
要
な
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
半
～
16
時
40
分

○
場
所　

県
庁
地
下
大
会
議
室

○
対
象
者　

企
業
及
び
各
種
団
体
の
人

　

権
同
和
問
題
指
導
者
や
研
修
担
当
者

※
よ
り
実
践
的
な
研
修
及
び
研
修
手
法

の
習
得
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
10
月
頃
と
２
月
頃
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
８
月
５
日

の
講
座
時
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

 

☎
３
３
３－

２
２
９
９

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
募
集

　

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
知
事

が
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
事
業
者

の
取
組
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
県

民
に
広
く
紹
介
し
ま
す
。

○ 

対
象
者　

女
性
の
登
用
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
防
止
等
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
る
事
業
者
（
自
薦
・
他
薦
可
）

○
申
込
み
締
切
日　

７
月
31
日
（
木
）

  

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

　

☎
３
３
３－

２
２
８
７
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食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集

　

熊
本
県
は
、
県
内
の
食
品
販
売
店
に

お
け
る
食
品
の
品
質
表
示
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
消
費
者
の
方
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
「
熊
本
県
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
は
食
品

の
品
質
表
示
が
適
正
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
不
適
正
な
物
を
県
に
報
告
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
登
録
期
間
は
２

年
間
で
す
。（
更
新
可
）

○
募
集
期
間　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

○
応
募
要
件

・
満
18
歳
以
上
の
方

・�

熊
本
県
内
に
居
住
し
、
日
常
生
活
で

食
品
の
買
い
物
を
行
っ
て
い
る
方

・�

原
則
、
熊
本
県
が
行
う
食
品
表
示
制

度
の
講
習
会
に
参
加
可
能
な
方

○
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
連
絡
先
等
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
２－

８
５
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
　

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
９
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
２－

７
４
０
３

　
　

メ
ー
ル
：anzensuishin@

pref.

　
　
　
　
　
　
　
　

kum
am

oto.lg.jp

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」	

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

○ 

テ
ー
マ　

一
人
ひ
と
り
が
エ
イ
ズ
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
を
訴
え
る
も
の
。

エ
イ
ズ
患
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ
の

理
解
と
支
援
を
呼
び
か
け
る
も
の

○ 

募
集
対
象　

小
学
生
以
上
の
エ
イ
ズ

に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

○
応
募
規
格　

　

四
つ
切
り
画
用
紙（380�㎜

×540�㎜

）

　

�

ま
た
は
Ｂ
３
判
（364�㎜

×515�㎜

）

縦
型

○ 

応
募
方
法　

応
募
作
品
は
１
人
１
品
。

「
応
募
用
紙
」
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

○
応
募
締
切　

９
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

※�

詳
細
は
、
エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト

　

�http://api-net.jfap.or.jp/

を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

☆
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
は

　

世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防

止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・

偏
見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
12
月
１
日
が
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
中
心
に

世
界
各
地
で
エ
イ
ズ
予
防
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

エ
イ
ズ
予
防
財
団
事
務
局

　
　

☎
０
３－

５
２
５
９－

１
８
１
１

節　
電　

く
ま
も
と
県
民
節
電
所
サ
イ
ト

を
使
っ
て
節
電
を
！

　

熊
本
県
は
、
み
な
さ
ん
の
節
電
を
応

援
す
る
「
く
ま
も
と
県
民
節
電
所
」
サ

イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
に

登
録
い
た
だ
く
と
、
各
家
庭
や
事
業
所

の
節
電
量
が
自
動
的
に
集
計
さ
れ
、
県

内
の
総
節
電
量
が
一
目
で
わ
か
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
節
電
で
発
電
所
に
匹
敵

す
る
電
気
量
を
作
り
だ
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
賢
く
節
電

し
ま
し
ょ
う
。

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部

　

新
産
業
振
興
局
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

 

☎
３
３
３－

２
３
２
０

青
少
年
育
成

夏
の
青
少
年
健
全
育
成	

　
　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　

７
月
と
８
月
の
２
カ
月
間
は
、
学
校

が
夏
休
み
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
青
少

年
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
非
行
に

陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
の

実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
県
民
一
人
一
人
が
青
少

年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　

７
月
１
日
～
８
月
31
日（
２
か
月
間
）

○
重
点
目
標

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行

及
び
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

・
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

・
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

・�

不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行（
犯
罪
）

等
の
防
止

・
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

・�

い
じ
め
、
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

・�

青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害

の
防
止

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局

　

く
ら
し
の
安
全
推
進
課
青
少
年
班

 

☎
３
３
３－

２
２
９
４
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後期高齢者医療の被保険者の方へ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ
　現在お持ちの保険証（オレンジ色）の有効期限は、平成26年７月31日までとなっています。
　新しい保険証（青色）は、７月中に簡易書留で郵送いたしますので、平成26年８月１日からは新しい
保険証（青色）をお使いください。
　新しい保険証（青色）に記載してある一部負担金の割合は、平成26年度の住民税の課税所得をもとに
判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（オレンジ色）は、平成26年８月１日以降に、嘉島町役場町民課保健係へ
お返しいただくか、ご自身で処分されるようお願いします。

【一部負担金の割合】
同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、市町村
民税の課税所得が145万円以上ある方がいる場合で被
保険者が複数または70歳～ 74歳の方がいる場合に
おいて、その方たちの合計収入額が520万円以上、単
身の場合において383万円以上の方

上記条件に該当しない世帯の被保険者

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

 ３　割 

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

 １　割 

※�保険証の裏面に臓器提供意思表示がありますので、希望をする際は、記入してください。なお、個人情報保護
のためのシールを担当窓口に用意しておりますので、詳しくは嘉島町役場町民課保健係へお問合せください。

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（認定証）」の更新の手続き等のお知らせ
■ 現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（オレンジ色）をお持ちの方
　�平成26年７月31日で有効期限が切れますので、引き続き該当される方には新しい「限度額適用･標準負

担額減額認定証」（青色）を保険証と同時に郵送します。８月１日からご使用ください。
■ 新しく申請が必要な方
　所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない方は、外来および
　入院で受診される際に、この認定証が必要となりますので、担当窓口に申請してください。
　【申請に必要なもの】　○保険証　　○印かん
■ 入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代

所得区分 入院時の食事代（１食当たり）外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得
者（※ 1） 44,400 円

80,100円＋(総医療費－
267,000円）×１％ 260円
4回目から44,400円

一般 ( ※ 2) 12,000 円 44,400円 260円

区分Ⅱ
( ※ 3） 8,000 円 24,600円

過去12か月で90日までの入院　　210円
過去12か月で91日目からの入院　160円（※5）

区分Ⅰ ( ※ 4） 8,000 円 15,000円 100円
（※1）��現役並み所得者とは、145万円以上の課税所得がある後期高齢者医療被保険者がいる場合で、被保険者が複数また

は70歳〜 74歳がいる場合、その方たちの合計収入額が520万円以上、単身の場合、383万円以上の方
（※2）�一般とは、現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の方。
（※3）�区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。
（※4）��区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円

として計算）を差し引いたときに０円となる方）
（※5）��認定証（区分Ⅱ）の申請を行う月以前の12カ月における入院日数が90日を超える場合、長期入院該当者である旨

の申請を行うことにより、食事代が160円になります。
【申請に必要なもの】　○保険証　○「限度額適用・標準負担額減額認定証」　○印かん

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎�２３７－２５７４
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☎ 237-0044

（ＴＥＬ２８２-１１１０　 内線２６１〜２６４）

警察官をかたる
　不審な電話に注意！

一旦電話を切り、確認を！

県内で、警察官をかたった不審電話が続発しています。

●�「盗撮犯人を捕まえています。犯人が持っていたビデ
オテープにお宅の家の中の様子が写っています。」など
と不安をあおり、卑わいなことを聞き出そうとする電
話

●�「あなたの通帳が偽造されていることがわかったので、
取りに行きます。」
　などと詐欺事件の可能性が高い電話

　警察からこのような電話をすることはありません。

　今後、同様の電話があった場合は、相手の質問に応じ
て個人情報を話さずに、「こちらから連絡します。」と言
って、

警察署名、警察官の係名、名前、連絡先

を聞き、一旦電話を切り、
　　　　　　　確認をしましょう。

薬物乱用のない社会を！
　習慣性があって中枢神経系を興
奮させたり抑制したり、幻覚を起
こしたりする薬物の取扱いは、法
令により禁止、制限されています。
その一部を紹介します。
◎覚醒剤
白色の粉末や無色透明の結晶で、
俗に ｢シャブ｣、「スピード」、「Ｓ

（エス）」などと呼ばれています。
特に、依存性が強い薬物です。
◎大麻
　乾燥大麻（「マリファナ」、茶色
または草色）、大麻樹脂（「ハシッ
シュ」、暗緑色の棒状または板状
等）などがあります。
◎ＭＤＭＡ・ＭＤＡ
　本来は白色粉末ですが、様々な
着色がされ、文字や絵柄の刻印が
入った錠剤に加工されています。
　俗に「エクスタシー」、「ラブド
ラッグ」などと呼ばれています。

・・・・・・・・・・・・・・・・

　これらの禁止薬物は、一度でも
使用すれば、やめたくてもやめら
れなくなる強い依存性があるだけ
でなく、幻覚や妄想が見えるよう
になり、心身に障害をもたらすよ
うになります。
　禁止薬物の使用は違法行為です。
絶対に使用しないでください。

7 月 の 納 税 等 8 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税�� �②期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }� ③期
介護保険料
保　育　料�� �7月分
下水道使用料�� �6月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年７月31日（木）

町県民税�� �②期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }� ④期
介護保険料
保　育　料�� �８月分
下水道使用料�� �７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年９月１日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

7月 23日
8月13日

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※�取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　�　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※�領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”
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人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その268〕

　
「
同
和
問
題
の
課
題
」

　

部
落
差
別
の
現
実
を
眺
め
る

と
き
、
そ
れ
は
差
別
に
よ
っ
て

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
引
き

裂
か
れ
た
姿
で
あ
る
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
結
婚

や
就
職
に
お
け
る
差
別
事
件
は

言
う
に
及
ば
ず
、
怒
り
・
心
配
・

不
安
・
あ
き
ら
め
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
表
現
さ
れ
て
く
る
被

差
別
の
現
実
も
、
関
係
を
断
ち

切
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
な
お
残
る
偏
見
は
関

係
遮
断
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

存
続
し
、
身
元
調
査
な
ど
の
慣

習
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
露

さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
ん
な
偏
見
に
支

配
さ
れ
、
部
落
に
対
す
る
関
係

を
「
断
ち
切
っ
た
」
人
々
も
、

実
は
差
別
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら

の
人
間
関
係
を
せ
ば
め
て
お
り
、

豊
か
な
人
間
関
係
へ
の
道
を
「
断

ち
切
ら
れ
て
き
た
」
と
い
え
ま

す
。

　

同
和
教
育
の
実
践
が
立
ち
向

か
っ
て
き
た
差
別
の
現
実
も
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
断
ち
切
ら

れ
た
関
係
の
な
か
で
の
子
ど
も

た
ち
の
姿
で
し
た
。
部
落
の
子

ど
も
た
ち
を
お
そ
う
孤
立
感
、

こ
う
し
た
状
況
へ
の
捨
て
身
の

反
発
と
し
て
の
「
荒
れ
」
で
あ

っ
た
と
い
え
ま
す
。
差
別
事
件

は
ま
さ
に
、
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ

た
人
間
関
係
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
出
発
し
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
立
ち
向
か
っ
た
同
和

教
育
は
、「
底
辺
の
子
ど
も
を
中

心
に
す
え
る
」
と
い
う
原
則
を

打
ち
立
て
て
、
仲
間
（
集
団
）

づ
く
り
を
大
き
な
目
標
に
設
定

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
最

も
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
た
子
ど

も
」
を
中
心
に
す
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
お
互
い
の
豊
か

な
関
係
を
築
き
直
し
て
い
く
作

業
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
関
係
を
断
ち
切

る
引
き
金
と
な
っ
て
き
た
誤
っ

た
部
落
問
題
認
識
へ
の
果
敢
な

挑
戦
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
部
落
の
子
ど
も
の
み
な
ら

ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

「
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
、
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
」
こ
と
へ

つ
な
が
り
ま
す
。

同和問題の解決をめざして 企業では、どのような取り組みが
行われているのですか？

　企業は、企業活動を展開するなかで、私たちの
生活や環境を破壊してはならないことはもちろん
ですが、社会の一員として地域社会の発展に積極
的に貢献するとともに、重大な社会問題である同
和問題の解決に向けた差別のない明るい社会づく
りの一翼を担っています。

　就職は、人にとって、生活の安定を確保し、社
会の中での自分の役割を築いて、自己実現を図り、
豊かで人間らしい生活を営むために極めて重大な
意義を持つものです。
　我が国の憲法において、職業選択の自由を、基
本的人権のーつとして全ての国民に保障している
のも、このような趣旨に基づくものです。
　職業選択の自由、すなわち職業の機会均等とは、
誰でも自由に自分の適性や能力に応じて職業を選
べるということですが、そのためには、雇用する
側が正しい採用選考を行うことが必要であり、ま
た、採用後の人事管理についても正しく行われな
いと、実質的に職業選択の自由が保障されたこと
にはなりません。

　企業と私たちは、単に経済的な面だけではなく
日常生活や精神面で極めて強く結びついています。
そのため、日常的な取組みとして、職場内の人々
が、お互いに人権を尊重し、自由と平等の正しい
認識に立った、明るく働きがいのある職場をつく
りだすことが必要です。

（熊本県人権啓発資料より）

●募集・応募書類
　だれにとっても、職業に就くことは重要なことです。
その際に応募者の能力や適性と関係のないことや、応募
者に責任のないこと、本来自由であるべきことが採用選
考の判断資料として使われたらどうでしょうか。身元調
査の不当性はいうまでもありませんが、面接や応募書類
についても注意が必要です。
　以前は、応募書類の欄に、本籍地をはじめ血液型や第
何子か、さらには財産 ( 土地、家は所有か ) の有無など
の欄もありました。
　同和問題に取り組む中で、これらの欄が削除され現在
に至っています。平成 17 年度からは、「全国高等学校統
一用紙」の中から保護者欄も削除されました。本人の能
力や適性に関係のないことに基づいて採用選考を行うこ
とは、就職の機会均等に反することです。

＜公正な適正採用選考＞

＜職場内研修＞
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日
頃
か
ら
悪
質
商
法
・
振
り
込
め

詐
欺
を
撃
退
す
る
心
構
え
を
！

高
齢
者
は
狙
わ
れ
て
い
る
!!

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
８
割

が
高
齢
者
で
す
。
被
害
に
あ
っ
た

人
の
多
く
が
「
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
お
り
、
そ

の
油
断
が
危
険
で
す
。
自
分
た
ち

は
狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
高
齢
者
被
害
の
特
徴

①
家
に
い
る
と
き
に
狙
わ
れ
る
！

②�

「
老
後
の
お
金
の
不
安
」
に
つ

け
こ
ま
れ
る

③�

「
孤
独
」
が
高
齢
者
を
だ
ま
さ

れ
や
す
く
す
る

④�

い
わ
ゆ
る
「
終
活
」
関
連
の
ト

ラ
ブ
ル
が
急
増
！

◎
悪
質
商
法
撃
退
の
ポ
イ
ン
ト

①�

予
定
に
な
い
訪
問
者
を
家
に
い

れ
な
い
！

②�

セ
ー
ル
ス
電
話
は
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
は
っ
き
り
断
っ
て
切
る

③�

「
う
ま
す
ぎ
る
話
」
は
疑
っ
て

か
か
る

④�

契
約
の
前
に
は
必
ず
誰
か
に
相

談
し
ま
し
ょ
う

◎
振
り
込
め
詐
欺
撃
退
ポ
イ
ン
ト

①�

ど
ん
な
電
話
を
受
け
て
も
、
あ

わ
て
ず
冷
静
に
！

②�

お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
必
ず

誰
か
に
相
談
！

③�
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
」
と
言
わ

れ
た
ら
詐
欺
を
疑
う

④�

警
察
・
行
政
機
関
・
銀
行
の
名

前
を
出
さ
れ
て
も
安
易
に
信
用

し
な
い

見守り新鮮
情報 ７ 月号

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
】

月
曜
日
…
益
城
町

　
　
　

☎
２
８
６

－

３
１
１
１

火
曜
日
…
御
船
町

　
　
　

☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
曜
日
…
嘉
島
町

　
　
　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
曜
日
…
甲
佐
町

　
　
　

☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
曜
日
…
山
都
町

☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

【
相
談
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

�

も
う
け
話
①
買
え
買
え
詐
欺�

　

こ
れ
が
手
口
！
要
チ
ェ
ッ
ク

◎�

複
数
の
業
者
が
登
場
し
、
劇
場
型

の
勧
誘
を
す
る

◎�

未
公
開
株
や
社
債
、
最
近
話
題
の

事
業
へ
の
投
資
な
ど
を
持
ち
か
け

て
く
る

◎�

「
高
値
で
買
い
取
る
」「
謝
礼
を
払

う
」「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
勧
誘
し
て
く
る

　

こ
ん
な
「
誘
い
文
句
」
も
注
意
！

○�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
代
理
で
購
入
し

て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

○�

東
京
五
輪
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す

○�

温
泉
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
利
用

権
を
買
い
ま
せ
ん
か
？

	

も
う
け
話
②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法	

　

こ
れ
が
手
口
！
要
チ
ェ
ッ
ク

◎�
新
聞
へ
の
掲
載
前
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ
る
当
選
番
号

を
、
あ
た
か
も
事
前
に
知
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う

◎�

過
去
の
当
選
番
号
に
法
則
が
あ
る

か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
、
数
字
の

早
見
表
な
ど
を
見
せ
る

	

も
う
け
話
③
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法	

◎�

「
大
金
が
入
る
」「
資
金
を
援
助
」

な
ど
の
誘
い
文
句
で
、
有
料
の

メ
ー
ル
交
換
サ
イ
ト
へ
の
登
録
を

勧
誘
す
る

◎�

一
度
メ
ー
ル
交
換
サ
イ
ト
に
登
録

し
た
人
を
狙
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
勧

誘
メ
ー
ル
を
送
る

	

も
う
け
話
④
被
害
救
済
を
う
た
う	

◎�

被
害
の
救
済
を
う
た
っ
て
近
づ
き
、

油
断
さ
せ
る

◎�

一
度
被
害
に
遭
っ
た
人
は
、「
だ

ま
し
や
す
い
人
」
と
み
な
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
口
で
何
度
も
ね
ら
う

◎�

弁
護
士
な
ど
を
名
乗
り
、
被
害
救

済
の
た
め
の
調
査
料
を
請
求
す
る

	

～
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
得
～	

・�「
簡
単
に
も
う
か
る
」「
必
ず
も
う

か
る
」
と
い
っ
た
お
い
し
い
話
は

な
い
の
で
、
き
っ
ぱ
り
断
る
！

・�「
あ
な
た
だ
け
特
別
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
も
信
用
し
な
い
！

・�

複
数
の
事
業
者
が
登
場
す
る
の
は
、

も
う
け
話
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
高
め

よ
う
と
す
る
ワ
ナ
！

・�

株
や
投
資
な
ど
の
金
融
商
品
は
、

十
分
な
知
識
が
な
け
れ
ば
手
を
だ

さ
な
い
！

・�

初
期
投
資
を
求
め
ら
れ
る
し
く
み

は
詐
欺
の
可
能
性
が
高
い
！

・�「
損
し
た
分
を
取
り
戻
す
」
と
い

わ
れ
て
も
絶
対
に
支
払
わ
な
い
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
上

記
の
広
域
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
す

ぐ
に
相
談
を
！

お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
る
!

　

嘉
島
町
の
消
費
生
活
相
談

室
は
、
平
成
24
年
４
月
に
発

足
し
た
上
益
城
４
町
（
嘉
島

町
・
御
船
町
・
甲
佐
町
・
山

都
町
）
の
広
域
連
携
に
、
今

年
４
月
か
ら
は
益
城
町
が
新

た
に
加
わ
り
、
上
益
城
５
町

の
広
域
連
携
の
窓
口
で
消
費

生
活
の
専
門
相
談
員
か
ら
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様

の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活

を
確
保
し
、
さ
ら
に
は
被
害

の
未
然
防
止
・
回
復
等
を
図

る
た
め
、
消
費
者
の
安
全

性
・
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

考
え
で
す
。

　

今
後
も
継
続
し
た
専
門
相

談
員
の
配
置
と
消
費
者
啓
発

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

上
益
城
５
町
の
連
携
を
深
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層

の
充
実
し
た
消
費
生
活
相
談

体
制
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

５
町
連
携
の

相
談
体
制
の
推
進

広
域
連
携
・
嘉
島
町

消
費
生
活
相
談
室



広報かしま2014.7

24

熱中症に気をつけましょう
☆熱中症予防のために

☆熱中症の症状

☆熱中症が疑われる人をみたら…

○暑さを避ける
　室内の温度調節のためには扇風機やエアコン、遮光カーテン、
　すだれ、打ち水などを適宜利用しましょう。

○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、
　気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う
　さらに重症になると・・・
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

・エアコンが効いている室内や風通しの良い日陰など、涼しい
　場所ヘ避難させましょう
・衣服をゆるめ、からだを冷やしましょう（特に、首のまわり、
　脇の下、足の付け根など）
・水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう

・自力で水がのめない、意識がない場合はすぐに救急車を
　呼びましょう！

※高齢者や子ども、障がい者・障がい児は、特に注意が必要です。

○こまめに水分補給を
室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
水分・塩分、経口補水液などをこまめに補給しましょう。

外出時には日傘や帽子を着用し、日陰を利用
したり、こまめな休憩を心掛けましょう。
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Swing Dancing ♪

　Have�you�ever�heard�of�Swing�Dancing?��It’s�
a� kind� of� social� dance� that� was� made� in�
America�in�the�1920’s.��It�was�popular�from�then�
until� around� the� 1950’s.� � In� recent� years� it’s�
become�popular�again�and�a�swing�dance�boom�
started�in�the�UK.��I�started�swing�dancing�at�
university� and� I� really� love� it.� I�was� lucky� to�
find� Charlie,� another� Kumamoto� ALT� from�
America,�who�is�also�a�dancer.��Unfortunately,�
there� were� no� classes� in� Kumamoto� so� we�
couldn’t� dance.�We� decided� to� teach� our� own�
class!

　I�was�a�little�nervous�because�not�only�was�it�
my�first�time�teaching�dance,�but�it�was�a�while�
since�I’d�practiced.��But�we�put�in�a�lot�of�time�
and�effort�to�make�the�lesson�and�I�couldn’t�wait�
to�dance.��Finally�the�day�came�and�we�opened�
our� swing� dance� classroom� as� part� of� an�
international�event�in�Kumamoto.��Even�though�
it�was�extremely�hot,�about�20�people,�Japanese�
and�foreigners,�turned�up�to�dance.��We�turned�
the� air� con�up,� put� some� swing�music� on� and�
started�our�class.��After�two�hours,�people�were�
dancing�well-I�was�so�impressed!��My�first�class�
was�a�big�success�-everyone�danced,�talked�and�
laughed� a� lot� and� Charlie� and� I� were� really�
happy�to�share�our�love�of�swing�dancing.

�

スイングダンス♪
　みなさんは、スイングダンスを知っています
か？スイングダンスは、1920 年代、アメリカ発
祥の社交ダンスで、1950 年代ぐらいまで流行り
ました。近年、再び人気となり、イギリスではス
イングダンスブームが始まりました。私も大学時
代、スイングダンスを始め、とてもハマっていま
す。嬉しいことに、熊本在住で、スイングダンス
しているアメリカ出身の ALT チャーリーと知り
合いました。けれども、熊本ではクラスがないの
で、踊れませんでした。それがきっかけで、自分
たちでダンスクラスをしようと決めました。

　ダンスを教えるのは初めてで、しかも練習不足

だったので、ドキドキでした。けれども、クラス
を作るため、たくさん時間をかけて努力したので、
本番を待ち遠しく思っていました。やっとクラス
ができる日が来て、熊本の国際イベントの一部と
して、スイングダンス教室を開きました。とても
暑い日でしたが、日本人・外国人 20 人も踊りに
来てくれました。冷房を入れて、スイング音楽を
流し、クラスを始めました。２時間後には、上手
に踊っている人がたくさんいて感心しました！み
んな、たくさん踊って、話したり、笑ったり、初
めてのクラスは大成功だと思いました。そして、
チャーリーと私の大好きなスイングダンスをみん
なに楽しんでもらって嬉しかったです。　
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 蘭亭序（王義之）

工藤　明子さん
（下六嘉）

工藤　久代さん
（井寺）
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6月の
　　�町長の動き

荒木町長談

2 日� ・庁内常会及び課長会議
� ・熊本銀行頭取就任祝賀会
� ・国会議員との意見交換懇談会
3 日� ・�熊本県町村会要望活動並びに総務省との意見交

換会
4 日� ・熊本県交通安全推進連盟総会　　
� ・熊本県体育協会第 1 回理事会
5 日� ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
� ・熊本県市町村振興協会来庁対応
� ・ロアッソ熊本来庁対応
� ・熊本県市町村社会福祉協議会連合会理事会
6 日� ・第 2 回嘉島町議会定例会　〜 9 日閉会
� ・�熊本県農地・水・環境保全向上対策地域協議会

通常総会
� ・国保中央会来庁対応　　・甲佐町やな開き
8 日� ・第 38 回一般男子・女子バレーボール大会
9 日� ・課長会議　　・熊本さわやか長寿財団理事会
� ・伊藤熊大教授来庁対応
10 日�・嘉島町災害対策会議及び水防協議会
� ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
� ・熊本県市町村職員研修協議会事前説明対応
� ・熊本県町村会評議員会
11 日�・熊本県環境整備事業団理事会
� ・日本赤十字社熊本県支部評議員会
� ・熊本県雇用環境整備協会理事会
12 日�・熊本県市町村振興協会理事会
� ・土地改良事業団体連合会九州協議会合同会議
13 日�・建設技術センター評議員会　　
� ・自治労申し入れ対応
� ・熊本県市町村職員共済組合理事会及び組合会
16 日�・課長会議
� ・�熊本県市町村社会福祉協議会連合会総会及び

トップセミナー
17 日�・九州地区町村会長及び事務局長会
18 日�・全国町村会正副会長会及び理事会
� ・都道府県町村会長会　　・全国自治協会理事会
� ・全国町村職員生活協同組合理事会及び総代会
� ・政務調査会行政委員会
19 日�・下六嘉湧水プール管理者協議会　　
� ・上益城消防組合来庁対応
� ・嘉島町社会を明るくする運動実施委員会
20 日�・�公益財団法人熊本県体育協会定時評議員会及び

第 2 回理事会
� ・嘉島町進出企業連絡協議会総会
21 日�・自民党県連会長山本秀久県議御令室通夜
23 日�・課長会議
24 日�・�「ふるさと農地未来づくり運動推進本部会議」

事前説明来庁対応
� ・男女共同参画社会推進懇話会　　
� ・松前重義記念館運営委員会
25 日�・熊本県暴力追放運動推進センター定時評議員会
26 日�・�熊本県ふるさと・農地未来づくり運動推進本部

会議
� ・熊本県農業公社第 4 回評議員会
� ・年金者連盟上益城支部嘉島分会総会
� ・公益財団法人熊本県移植医療推進財団評議員会
27 日�・国保中央会定期総会
30 日�・嘉島東部台地土地区画整理事業推進委員会
� ・熊本県農業信用基金協会通常総会
� ・�三島良之氏「第 52 代熊本市議会議長」就任を

祝う会

熊大の伊藤教授（左から３人目）と学生たちによる
嘉島町発展の聞き取り調査
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嘉島町の人口動態
平成26年6月30日現在

（前月比）

人　口　 9,087人　　（＋ ４ ）

　男　　 4,357人　　（＋ ３ ）

　女　　 4,730人　　（＋ １ ）

世帯数　 3,334世帯　（－ ４ ）

7月 13日（日） 香田整形外科医院（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
7月 20日（日） 小糸整形外科医院（御船町）
  ☎２８２－００５０
7月 21日（月・祭） たなか内科眼科医院（嘉島町）
  

☎２３５－７２３５
7月 27日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）  

☎２３７－４１１２ 
  8月  3日（日） よしむら内科循環器科（嘉島町）

  
☎２３５－７７７３

8月 10日（日） からしま小児科医院（嘉島町）  

☎２３５－６３３３
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

おじいちゃん、おばあちゃん　だいすきです。
また遊んでね。
ご両親：齊藤 勝美さん・博美さん（上島）
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清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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No.488No.488

左上：東小プール開き
右上：西小プール開き
右下：嘉島町一般男女バ

レーボール大会女
子で４連覇した鯰
体協チーム

左下：同男子で３連覇し
た上島体協チーム

左中：上六嘉の西田英生
さん、幸子さん方
のハナショウブ

○６月議会・町政報告……②～③
○町災害対策会議………………④
○子ども・子育て会議…………④

主な内容 ○人権教育推進協議会…………⑤
○社明運動実施委員会…………⑤
○熊日とＮＩＥ協定……………⑥
○一般男女バレーボール大会…⑦
○東・西小プール開き…………⑧

○郡子ども自転車大会…………⑨
○食改推進員に感謝状…………⑪
○かしま水の郷まつり告知……⑬
○お知らせ情報館…………⑭～㉑
○見守り新鮮情報………………㉓
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古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
☎２８４－２０１０

　下六嘉サロン活動組織「下六嘉かた
んなっせ」の皆さん。
　平成25年4月に活動をスタートし、
毎月第３金曜日に下六嘉公民館で活動
しています。
　６月のサロンは歌や体操の健康づく
りのあと七夕飾りを作りました。織姫
と彦星や折り紙の飾りに「健康で楽し
く」「長生き」などが書かれた五色の
短冊が並びました。

齊藤　百音（もね）ちゃん
平成25年５月５日生


